



















































区 分 必要な単位数 科 目






















































































































































































































































































































































グ ル ー プ 作 業 手 順 ね ら い
発表を聞きながら、各自が自分の所属機関との共通
点と相違点を付箋紙に書き出す。
他の学生の発表を自分の教育現場と関連づけて
聞く。
グループに分かれて、グループメンバー全員の付箋
紙の記述を「教師」「学習者」「教材」「その他」で
分類し、模造紙に貼る。
異なる視点で共通点・相違点を捉えていること
に気づく。与えられた枠組みで視点の整理をす
る。
グループごとに種類別に分けられたものを発表する。 分類結果を説明する。
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